
基本目標１

■数値目標のグラフ

■施策体系

多様な保育サービスの利用やコミュニティでの支え合いの中で、子育て世帯が不安なく希望の子どもの数を持ち、ゆとりをもって生活
（子育て）している。

基本目標 1 子育てしやすいまち

■目指す姿

■数値目標

目標値（R6）現状値（H29）目標指標１①

合計特殊出生率 1.27人 1.44人

目標指標１②

目標指標１①　合計特殊出生率（人）

1-4-3　地域で子育てを見守る体制の強化

1-4-2　子育て世帯の交流促進

1-3 子育て世帯にとって魅力的な教育を行う

1-4
コミュニティ形成等を通して子育て世帯の
精神的なゆとりをつくる

1-5-1　災害・犯罪等に対する安全性の向上子育て世帯が安心して生活できる地域を
つくる

1-5

基本目標
（大分野）

施策に関する基本的方向
（中分野）

1-1
経済面で出産をサポートするとともに出
産・育児の不安を軽減する

目標値（R6）

子育て世帯の住みやすさの満足度 5.52点 6.02点

施策
（小分野）
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1-1-2　産前産後ケアの充実

1-2-1　就学前保育の機能強化

1-2-2　学童保育の機能強化

1-3-1　教育環境の充実

1-4-1　子育て世帯を応援する情報提供の推進

1-2

目標指標１②　子育て世帯の住みやすさの満足度（点）

R4目標値

5.92

R4実績値

R3目標値

R3実績値

1.21

1.38

達成状況 ×

〈指標の説明〉
女性が一生のうちに産む子どもの数を示したもの。翌年1月1日現
在の住民基本台帳をもとに市で独自に算出。
出生率向上に向けた施策を実施することにより、令和6年度には
1.44人を目指します。

達成状況 ×

〈指標の説明〉
市民満足度調査における「総合的な住みやすさの満足度」を7点
満点で評価したもの。就学前の子ども、小学校・中学校の子どもを
持つ回答者の平均値。
子育て支援を充実させ、毎年度0.1点増やし、令和6年度には6.02
点を目指します。
※ H29・R2・R3は郵送調査、H28・H30・R1実績値はWEB調査、R4
実績値は郵送で依頼し、回答は郵送もしくはWEB

子育て世帯の時間のゆとりをつくる

令和4年度についても、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響で、新生児・乳児家庭訪問事業における現認や、ひろば事業等で
大きく影響があったが、マタニティコンシェルジュをはじめ、妊娠期からの切れ目ないサポートを継続することで、子育て世帯がゆとりを
持って子育てできる環境整備に取り組んだ。
保育環境の整備においては、小規模保育所の誘致による定員の増加や保育コンシェルジュのサポート等により、令和5年4月1日時点
の実質待機児童数が0名になった。また、全幼稚園において、従前の夏休みに加え、冬休み・春休みにおける預かり保育を開始する
など、多様化するニーズに対応している。
一方で、指標である「合計特殊出生率」及び「子育て世帯の住みやすさの満足度」は、目標値に届いていない。出産・子育て等へのサ
ポートを継続するだけでなく、労働環境や住環境など、生活全般に関わる環境整備が求められる。
令和4年4月からの一般不妊治療の保険適用やこども家庭庁の創設、国の少子化対策の大幅な拡充など、出産・子育て支援に関する
社会的な変化が起こりつつある。こういった変化を捉えつつ、多様なニーズに対応し、子育て世帯が不安なく希望の子どもの数を持
ち、ゆとりをもって生活（子育て）できるよう各課連携して、サポートする必要がある。

4.97

■基本目標実現への効果等

現状値（R1）

1-1-1 出産に対する経済的支援
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基本目標２

■基本目標実現への効果等

令和4年度は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響があったが、展示会や面接会といった企画等が徐々に再開されるなど、
様々な取組を進めることができた。
就業意欲がある人の支援として、製造業や医療・福祉業界の人材不足にフォーカスした面接会を4回実施するなど、市内事業者の人
手不足と就業意欲がある人のマッチングを支援した。また、より多くの方に参加いただけるよう、適宜開催方法も工夫した。
生駒市テレワーク＆インキュベーションセンター「イコマド」は、令和4年度に指定管理者が変更になり、利用形態と利用環境の改善を
行い、より利用しやすい環境を整えた。テレワークでの利用件数も高水準で推移しており、コロナ禍に対応したワークスタイルを推進し
た。各種イベントも開催することで、利用者同士の交流が深めることができた。起業支援においては、市外在住者を対象とした「IKOMA
LOCAL BUSINESS HUB」、市内在住者を対象とした「いこま経営塾」を実施した。「IKOMA LOCAL BUSINESS HUB」では引き続き伴走
支援等を行うとともに、令和3年度の卒業生が自身の経験等を受講生に講演する機会を設けるなど、参加者同士のつながりを作る取
組を実施した。「いこま経営塾」においては、28名の参加があり、2名の新規創業及び第二創業につながった。また、ライフスタイルの
選択肢を増やすセミナーやキャリアセミナーを実施し、農業への興味関心が高まっている状況を受けて、半農半X事業を実施するな
ど、多様な暮らし方働き方に向けて事業に取り組んだ。
今後も加速度的に変化する社会環境及び労働環境に対応し、働き盛り世代が多様な働き方を選択できるよう取組を進める。

目標指標２①　市内従業者総数（15歳以上）

〈指標の説明〉
国勢調査における市内従業者数（15歳以上）。
経済センサスの調査項目変更に伴い、市内従業者数が把握できなくなったため、代
替指標を設定。

2-3-3　食に関する地域産業の創出
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2-2
家族の近くで希望する仕事に就ける環境
をつくる

2-2-2　起業支援

2-3-1　子育て分野における就労の促進
2-3

今後需要の増加が見込まれる事業分野
における仕事や人材を育てる

2-3-2　介護分野における就労の促進

2-1 職場での多様な働き方を広げる

2-2-1　産業の活性化

2-1-1　働き方をめぐる環境の変化に応じたワーク･ライフ･
バランスの実現

103

基本目標
（大分野）

施策に関する基本的方向
（中分野）

施策
（小分野） ■補助指標

■施策体系
達成状況 ○

〈指標の説明〉
市課税課に提出された法人設立申告書の年間届出件数。
様々な起業支援に取り組むことにより、令和6年度には150件を目
指します。法人設立届出数 120件 150件

140

R4実績値

目標指標２② 現状値（H30） R4目標値

ワーク・ライフ・バランスに関する取組が進み、働き盛り世代が多様な働き方を選択しているとともに、仕事を自ら起業するするなど家
族の近くで希望の仕事ができている。

目標指標２①　市内従業者数

H30目標値 〈指標の説明〉
経済センサスにおける、市内事業所での従業者数（公務を除く）。
企業の雇用支援だけでなく、人材の掘り起こし、ワーク・ライフ・バ
ランスの向上などに取り組むことにより、令和6年度には27,283人
を目指します。

※R1経済センサス（基礎調査）が新規事業者の従業員数のみの
調査に変更になったので、既存事業者の従業員数が把握できな
かった。

27,283人
目標指標２②　法人設立届出数

-

市内従業者数

目標値（R6）

■数値目標のグラフ

27,043人

基本目標 2 働き盛り世代が希望の仕事をできるまち

■目指す姿

27,103

H30実績値

■数値目標 -

目標指標２① 現状値（H28） 目標値（R6）
達成状況
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基本目標３

3-2-2　協働イベントの開催による楽しく活力のあるまちの創
出

3-2-3　文化芸術活動やスポーツ活動への参画機会の創出
によるまちへの愛着やシビックプライドの醸成

3-2
働き盛り世代を中心に幅広い世代が住み
続けたいまちをつくる

3-2-1　多様な主体との協創による都市ブランド形成

基本目標
（大分野）

施策に関する基本的方向
（中分野）

施策
（小分野）

3-1 働き盛り世代が移り住みたいまちをつくる
3-1-1　まちの魅力発信や観光・交流の促進による交流人
口の拡大３
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3-1-2　多様な住まい方･暮らし方の推進による流入人口の
促進

45.5% 50.5%

-

R4実績値
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■施策体系

達成状況 ○

-212人 -143人
目標指標３①-2　働き盛り世代（35～44歳）の純移動数（転入－転出）（人）

目標指標３② 現状値（R1） 目標値（R6）

R4目標値 〈指標の説明〉
住民基本台帳人口移動報告における、1月から12月までの働き盛
り世代の純移動数（転入－転出）。
働き盛り世代が移り住みたい、住み続けたいと感じるまちづくりを
進め、25～34歳の社会減少数を緩和するとともに、35～44歳の社
会増加数の伸長を目指します。【再掲】

働き盛り世代の定住意向「ずっと住み続けたい」の割合（％）

働き盛り世代（35～44歳）の純移動数（転入－転出） +50人 +160人

-

R4実績値

■数値目標 -36

目標指標３① 現状値（H30） 目標値（R6）
達成状況 ○

働き盛り世代（25～34歳）の純移動数（転入－転出）

多様な住まい方・暮らし方の推進により、働き盛り世代にとって魅力的なまちとして認知され、都市ブランドの形成と交流人口が拡大し
ているとともに、その魅力に惹かれて市外から働き盛り世代が新たに市に流入してきている。また、市内においても働き盛り世代を中
心にシビックプライドが醸成され、定住促進が進んでいる。

目標指標３①-1　働き盛り世代（25～34歳）の純移動数（転入－転出）（人）

R4目標値 〈指標の説明〉
住民基本台帳人口移動報告における、1月から12月までの働き盛
り世代の純移動数（転入－転出）。
働き盛り世代が移り住みたい、住み続けたいと感じるまちづくりを
進め、25～34歳の社会減少数を緩和するとともに、35～44歳の社
会増加数の伸長を目指します。

基本目標 3 働き盛り世代が住みたいまち

■目指す姿 ■数値目標のグラフ

目標指標３②　働き盛り世代の定住意向「ずっと住み続けたい」の割合（％）

R4目標値 〈指標の説明〉
市民満足度調査における、定住意向で「現在のところにずっと住
み続けたい」と回答した25～44歳の割合。
シビックプライドを醸成し、定住意向の向上を図り、令和６年度に
は50.5％を目指します。
※ R2・R3実績値は郵送調査、H30・R1実績値はWEB調査、R4実
績値は郵送で依頼し、回答は郵送もしくはWEB

46.5

R4実績値

33.8

達成状況 ×

市内外へのまちの魅力発信について、ポータルサイト「good cycle
ikoma」を核に、市内で多様な暮らし方・住まい方をしている人のインタ
ビュー記事や、複合型コミュニティの体験レポート等を発信し、生駒市で
暮らすことの魅力をPRしたことで、サイト閲覧数やSNSのフォロワー数が
順調に増加した。また、ポータルサイトが自治体広報DXアワード優秀賞
を獲得するなど、外部からも大きな評価を得ている。
観光においては、体験型のコンテンツを充実させ、市内外の人が市内で
様々な経験をすることで、市内への理解を促進するきっかけを提供して
いる。
多様な住まい方・暮らし方の発信では、空き家の利活用に向けて、所有
者と希望者双方への支援を実施し、リノベーションや住宅の選び方など
の情報をgood cycle ikomaで発信するなど、情報発信を継続している。
指標①「働き盛り世代の純移動数」については、特に35歳～44歳の転入
増加、転出減少が顕著で目標を大幅に上回った一方で、25歳～34歳
は、転入が微減、転出が微増している。就職・転勤に伴う転出が多くを占
めると推定されるが、要因分析のうえ取組を進めていく。
また、②「働き盛り世代の定住意向「ずっと住み続けたい」の割合」は減
少傾向が続いている。「当分の間は住みけたい」「市内のどこか他のとこ
ろに移りたい」を含めた市内への定住意向は83.1％であるが、「ずっと住
み続けたい」の割合が低下すると、転出増加につながることが懸念され
るため、「住む」だけではない「働く」「楽しむ」といった事業を増やし、まち
の魅力向上に取り組む必要がある。

（参考）働き盛り世代の転入転出数（人） ■基本目標実現への効果等
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